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横浜青年

年
末
は
日
記
帳
が
売
れ

る
が
、
書
き
続
け
る
人

は
少
な
い
。
そ
れ
で
も

人
は
日
記
帳
を
買
い
た

が
る
。
作
家
で
も
日
記

を
つ
け
る
人
は
多
く
な

い
▼
時
代
背
景
が
日
記

を
左
右
す
る
ら
し
い
。
日
記
は
後
世

大
切
に
さ
れ
た
。
私
的
よ
り
も
公
的

な
視
点
が
尊
重
さ
れ
た
。
明
治
・
大

正
時
代
に
政
治
家
で
は
、
原
敬
日
記
、

作
家
で
は
永
井
荷
風
の
日
記
が
全
集

の
中
で
尊
重
さ
れ
て
き
た
。
特
に
荷

風
の
場
合「
日
記
」が
読
み
た
く
て
全

集
を
買
う
読
者
が
多
か
っ
た
。
ど
ち

ら
も
政
治
威
圧
の
強
い
時
代
を
知
り

た
く
て
内
情
を
探
る
人
が
多
か
っ
た
。

反
軍
思
想
は
荷
風
の
場
合
、
飯
炊
き

を
し
な
が
ら
聖
書
を
読
ん
で
い
た
の

も
一
種
の
抵
抗
だ
。
文
壇
の
多
く
は

軍
閥
の
威
力
に
筆
を
折
っ
て
い
た
。

原
敬
の
場
合
は
、
政
友
会
出
身
の
首

相
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
政
界
を
威

圧
し
て
い
た
山
県
有
朋
の
記
述
の
中

に『
偽
勤
皇
』と
書
い
て
あ
る
。
日
記

は
死
後
に
公
開
さ
れ
、
二
つ
の
出
版

社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
明
治
大

正
時
代
の
政
治
史
の
重
要
資
料
に

な
っ
た
。
作
家
の
場
合
、
私
行
上
の

事
柄
が
多
く
興
味
半
分
で
書
か
れ
て

い
る
。
島
崎
藤
村
の「
パ
リ
日
記
」や

野
上
弥
生
子
の
日
記
は
全
集
の
中
に

入
り
多
く
読
ま
れ
た
。
時
代
史
を
学

ぶ
者
に
と
っ
て
威
圧
政
治
の
裏
が
読

み
得
る
▼
こ
と
伝
記
の
場
合
、「
日
記
」

と
違
う
こ
と
が
多
い
。
宗
教
界
で
は

「
内
村
鑑
三
日
記
」は
三
代
に
わ
た
る

キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
と
も
な
り
参
考

に
な
る
。
時
代
史
と
宗
教
史
と
並
行

す
る
。
大
正
時
代
一
年
違
い
で
大
隈

重
信
が
国
民
葬
で
、
山
県
有
朋
は
国

葬
で
あ
っ
た
が
、
行
列
は
国
民
葬
の

方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
無
冠
の

原
敬
は
郷
里
の
盛
岡
で
行
っ
た
。
日

記
は
死
で
終
わ
ら
な
い
の
だ
。�（
愛
）

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
・
地
域
協
力
募
金
の
使

途
先
で
あ
る
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ヤ

オ
セ
ン
タ
ー（
以
下
セ
ン
タ
ー
）で
は
、
北
タ
イ

の
山
岳
民
族
の
子
ど
も
た
ち
を
人
身
売
買
か
ら

保
護
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
プ
ロ
テ
ク

ト
・
ア
・
チ
ャ
イ
ル
ド
」を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
そ
の
家
族
、
地
域
社
会
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は

１
９
９
４
年
か
ら
バ
ン
コ
ク
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
協
働

で
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
人
身
売
買
の
リ

ス
ク
の
高
い
子
ど
も
た
ち
は
、
親
元
を
離
れ
セ

ン
タ
ー
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
５
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
36
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
生
活
を

し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

の
研
修
や
有
機
農
業
、
山
岳
民
族
の
伝
統
的
な

刺
繍
や
縫
製
技
術
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
自

立
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
を
卒
業
し
た
後
は
、
社
会
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
大
学
へ
進
学
す
る
子
ど
も

や
村
に
帰
っ
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
子

ど
も
も
い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わ

る
ユ
ー
ス
も
育
っ
て
い
ま
す
。「
プ
ロ
テ
ク
ト
・

ア
・
チ
ャ
イ
ル
ド
」は
年
間
３
万
６
千
円
、
大

学
進
学
を
支
援
す
る「
タ
ン
タ
ワ
ン
奨
学
金
」は

年
間
50
万
円
で
１
人
の
子
ど
も
を
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
使
途
先
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
長
年
に
わ
た
り
現
地
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
協

働
の
も
と
、
地
域
保
健
・
福
祉
活
動
支
援
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
以
来
続
い
て

い
る「
ミ
ャ
ン
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
旅
」

は
、
無
医
村
地
域
で
の
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
お
よ
び
交
流
活
動
を
主
な
目
的
と
し
て

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
２
月

の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
以
降
は
、
情
勢
が
不

安
定
な
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
使
途
先
と
し
て
は
、
緊
急

支
援
募
金
に
よ
っ
て
国
内
で
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
人
び
と
に
生
活
支
援
物

資
を
届
け
る
ほ
か
、
祈
祷
会
を
開
催
す
る

な
ど
し
て
、
軍
事
政
権
下
で
困
難
な
中
に

あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
び
と
の
こ
と
を
覚

え
、
祈
り
を
合
わ
せ
る
機
会
を
持
ち
続
け

て
い
ま
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
支
援
と
し

て
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
植
樹
と
栽
培
を
通
し

て
地
元
農
家
の
人
び
と
の
暮
ら
し
を
支
え
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
不

当
な
扱
い
に
抵
抗
の
意
思
を
示
す「
オ
リ
ー

ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同

盟
事
務
局
）を
通
し
て
、
武
力
に
よ
ら
な
い
平

和
へ
の
取
り
組
み
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
協
力
と
し
て
神
奈
川
県
内
に
暮
ら
す
地
域

で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
び
と
、
と
り
わ

け
外
国
に
つ
な
が
る
人
び
と
の
た
め
、
困
窮
者

支
援
、
災
害
な
ど
に
よ
る
緊
急
支
援
活
動
の
た

め
に
募
金
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、「
共
に
生
き
る
」仲
間

と
し
て「
分
か
ち
合
う
」支
援
と
協
力
を
大
切
に
、

８
０
０
万
円
を
目
標
に
国
際
・
地
域
協
力
募
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
文
責　

編
集
部
）

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
11
月
か
ら
国
際
・
地
域
協
力
募
金
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
今
号
で
は
募
金
の
主
な
使
途
先
で
あ
る
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
地
域
支
援
活

動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。「
笑
顔
に
つ
な
が
る
小
さ
な
一
歩
」
を
テ
ー
マ
に
展
開
す
る
国
際
・
地

域
協
力
募
金
活
動
と
し
て
展
開
さ
れ
る
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
支
援
活
動
や
募
金
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
共
に
生
き
る
」
仲
間
と
し
て

「
分
か
ち
合
う
」
支
援
と
協
力

【募金方法】
YMCA受付、郵便振替、Web
募金（クレジットカード）にて
募金を受付しています。
https://bit.ly/ 3 TnGgWe
振 込 先　公益財団法人 横浜 YMCA
口座番号　00230- 8 -2878
※�「募金」と明記ください。使途先の指定

がある場合は使途先を明記ください。
※�2 千円を超える募金は税額控除対象と

なります。

https://bit.ly/ 3 MIW 2 ca
2023年 3 月31日まで（第 3 次）

ウクライナ支援募金はこちらから

　長引く侵攻によりウクライナから日
本に避難する人のニーズは就労や生活
支援などに変化しています。そのよう
な中、横浜 YMCA ではウクライナから
のユース 3 人に横浜 YMCA 学院専門学
校にて日本語を学ぶ機会を提供してい
ます。このうち２人は横浜YMCAで働き、
ウクライナから避難している人たちへ
の 相 談 業 務 や
ウクライナの人
びとを対象とし
た 行 事 の 企 画
運 営 な ど に あ
たっています。

　地域協力として、寿地区内外の小
学生や児童を対象とした寿学童保育（こ
とぶき学童保育運営委員会運営）が 8
月に行った「三浦キャンプ」の運営費
の一部に募金が用いられました。子
どもたちは、 1 泊 2 日で三浦 YMCA グ
ローバル・エコ・ヴィレッジにて海
遊びや野外炊事などを行い、YMCA で
活動しているユー
スリーダーがボラ
ンティアとして参
加したほか、スタッ
フも活動支援に携
わりました。

ウクライナ支援
ユースに日本語を学ぶ機会を提供

地域協力
ことぶき学童保育「夏キャンプ」

国際・地域協力募金受付中

▲�農作業するタイ・パヤオセンターの子どもたち
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
９
月
23

日
に「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
～
私

た
ち
会
員
の
つ
ど
い
～
」を
湘
南

と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
行
い
、
１
５
６
人（
会
場
57

人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
99
人
）が
参
加

し
た
。
こ
の
企
画
運
営
を
行
っ
た

会
員
事
業
委
員
会
で
は
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
４
に
示
さ
れ
て
い

る「
会
員
満
足
度
と
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」の
視
点
か
ら
、
会
員
が
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
を
知
り
、
交
わ
り
楽
し
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
い
と

検
討
を
重
ね
、
新
た
に
企
画
さ
れ

行
わ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

は  

①
維
持
会
員
が
充
足
感
を
も

ち
、
よ
り
主
体
的
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

関
わ
っ
て
い
く
契
機
を
提
供
す
る
。

②
維
持
会
員
の
交
流
の
場
を
提
供

す
る
。
③
会
員
の
満
足
度
を
上
げ
、

維
持
会
員
増
強
に
つ
な
げ
る
。
と

し
、「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
今
を
知
っ

て
、
仲
間
を
見
つ
け
、
つ
な
が
り
、

よ
く
な
っ
て
い
く
」こ
と
と
し
た
。

　

古
賀
健
一
郎
会
員
事
業
委
員
会

委
員
長
か
ら
は「
共
生
社
会
の
創

出
を
目
指
し
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
活
動
を

知
り
共
に
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
」と
開
会
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
最
初
に「
見

た
い
知
り
た
い
聞
き
た
い 

ア
ン
ジ

ュ
の
パ
ン
の
裏
側
」を
テ
ー
マ
に

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー 

ア
ン
ジ
ュ
の
4
人
の
利

用
者
が
担
当
す
る
仕
事
の
紹
介
や

楽
し
い
思
い
出
な
ど
を

語
っ
た
。
続
い
て「
新
聞

エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
」を

行
い
、
参
加
者
全
員
が
そ

れ
ぞ
れ
２
枚
の
新
聞
を
用

い
て
エ
コ
バ
ッ
グ
の
袋
を

作
成
し
た
。
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
新
し
く
取
り
組
め
そ

う
な
こ
と
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
最
後
に
、国
際
・

地
域
か
ら
国
際
・
国
内
支

援
活
動
の
紹
介
と
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
援
活
動
に
つ
い

て
横
浜
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
取
り
組
み
や
長
引
く
避

難
に
よ
り
就
労
支
援
が
必

要
な
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
専

門
学
校
で
日
本
語
を
学
び
、
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
働
く
ア
リ
ナ
・
ホ
ド

ス
さ
ん
か
ら
も
報
告
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

総
主
事
が「
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
活
動
紹
介
は
多
く
の
方

の
理
解
に
つ
な
が
る
機
会
に
な
り

ま
し
た
。」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

閉
会
後
に
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

で「
マ
ル
シ
ェ
」が
行
わ
れ
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
に
よ
る
手
作
り

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
手
作
り
の
モ

タ
ン
カ
人
形
、
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど

が
販
売
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
株

式
会
社
近
澤
レ
ー
ス
店
協
力
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
た
め
の
ハ
ン
カ

チ
の
ほ
か
、
タ
イ
・
パ
ヤ
オ
ク
ラ

フ
ト
、
ア
ン
ジ
ュ
の
パ
ン
な
ど
の

販
売
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援

に
つ
な
げ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
０
２

２
年
３
月
か
ら
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同

盟
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟

お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と

連
携
し
て
日
本
へ
の
避
難
希
望
者

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
現
在
、

１
３
２
人（
10
月
12
日
現
在
速
報

値
）が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
神
奈
川

県
内
に
避
難
し
生
活
し
て

い
る
。

　

侵
攻
か
ら
半
年
以
上
が

経
過
し
、
緊
急
避
難
か
ら

定
住
に
向
け
た
生
活
面
で

の
支
援
、
就
労
支
援
な
ど

避
難
し
て
い
る
人
び
と
の

ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避

難
し
て
い
る
人
び
と
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど

も
と
ユ
ー
ス
の
成
長
の
機

会
が
守
ら
れ
る
よ
う
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
引
き
続
き「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
」を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
和
を
創
る

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
働
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

ユ
ー
ス
、
ア
リ
ナ
・
ホ
ド
ス
さ
ん

と
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ポ
プ
ロ
ジ
ュ
ク

さ
ん
が
９
月
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
た
か
つ

保
育
園
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
美
し
い
自
然
や
観

光
ス
ポ
ッ
ト
、
音
楽
や
文
化
な
ど

の
紹
介
と
交
流
を
行
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平

和
を
願
う
発
言
も
あ
っ
た
。
は
じ

め
て
の
保
育
園
の
訪
問
に
ユ
ー
ス

の
二
人
は「
子
ど
も
た
ち
と
共
に

過
ご
せ
て
う
れ
し
い
」と
話
し
た
。

ウクライナからのユースが
保育園の子どもたちと交流 ポジティブネットをひろげよう

～今月のよくなる一歩～

自分じゃない
誰かのために行動しよう ! 　
自分じゃない
誰かのために行動しよう ! 　

　　（Caring　思いやり）　　（Caring　思いやり）

じ ぶん

 こう  どう だれ

【
11
月
の
１
カ
月
間
】厚
木
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
。

　

こ
の
ほ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
な

ど
で
も
バ
ザ
ー
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

元気に過ごそう

横浜YMCAフェスタ
～私たち会員の集い～

「YMCA の今を知って、仲間を見つけ、
つながり、よくなっていく」テーマに開催

　1949年、19歳・高校卒業。この年の春に、新
制高校3年を卒業し早稲田大学に入学しました。
教科書は、20枚ほどの新聞紙二つ折り大のタブ
ロイド版でした。同じ学級から、3年にわたり、
卒業生を送り出すという前代未聞の事実は、二度
とないであろうと思いました。（今でも、われわ
れの同期会を「二・三・四会」昭和22・23・24の3
年間に卒業生がいたことを意味しています）。
　1951年、21歳・早稲田大学2年。この年の6月、
桜木町事故が勃発、乗客100人以上が焼死し、そ
の中に私の知人もひとり含まれていました。鶴見
の総持寺境内にある慰霊碑には、全員の氏名が刻
まれています。9月8日に、サンフランシスコ講
和条約が結ばれ、日本は調印し、民主国家として
内外に全権回復を示す礎となりました。当時、東
京・神田の美土代町にあった東京YMCAの建物は、
戦災にも遭わず2階以上が駐留軍兵士の宿舎に接
収中で、1階はサロン風になっていて飲み物など
を飲みに寄り道したことを思い出します。
　1953年に大学を卒業して国家公務員となり法務
省に就職、定年の60歳まで38年。途中、先輩から
のお声がかかり、1959年に、横浜 YMCA と横浜ワ
イズメンズクラブの会員となり現在に至りました。
お陰で、人と交わり・楽しみ・助けられながら90
歳過ぎの今日まで、後半は大変充実した人生を送
らせていただいています。総じて、私の人生、風
任せ・波任せの航海のように思っています。

　（横浜とつかワイズメンズクラブ　加藤利榮）

体験を平和につなぐ vol.16
風任せ・波任せ 航海のような人生

　気温が下がり、空気が乾燥して
くると気をつけたいのは感染症で
す。風邪やインフルエンザ、感染
性胃腸炎など…近年では新型コロ
ナウイルスも気になります。
　感染症の予防はうがいと手洗い
が基本です。毎日の中で習慣づけ
るようにしましょう。また、早寝
早起きやバランスのよい食事など
規則正しい生活を送り、ウイルス
を寄せ付けない強い体をつくるこ
とも大きな予防となります。
　私たちには細菌やウイルスなど
の異物から体を守る抵抗力、すな
わち「免疫」が備わっています。

　免疫力アップに大切なことは、
①適度な運動と休養のバランス、
②体を温めること、③ストレスを
減らすこと、④腸内環境を整える
ことです。
　近年の研究では「笑うこと」も免
疫力をアップさせると言われてい
ます。たくさん食べて、たくさん
寝て、たくさん笑って、感染症に
負けない元気な体をつくっていき
たいですね。
　十分に感染症を予防して、これ
からの季節を元気に過ごしましょう!

（YMCA かわさき保育園　
　　　　　　　伊藤美幸）

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
や
社
会
を
支
え
る

リ
ー
ダ
ー（
指
導
者
）を
育
て
よ
う
と
第
53

回
全
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
９

月
23
日
か
ら
25
日
に
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
阿

蘇
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
開
催
さ
れ
80
人（
う

ち
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
７
人
）が
参
加
し
た
。

　

研
修
は「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
〜
み
ん
な
で「
わ
」

を
ひ
ろ
げ
よ
う
〜
」を
テ
ー
マ
に
宮
台
真

司
氏（
社
会
学
者
）、
阪
田
晃
一
氏（
神
戸

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
余
島
キ
ャ
ン
プ
場
所
長
）か

ら
学
び
、「
共
生
社
会
の
実
現
」に
向
け

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参
加
し

た
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は「
社
会
課
題
の
解
決

に
つ
な
げ
た
い
」「
人
を
思
い
や
る
こ
と

や
尊
重
す
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

全
国
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催

※�戦争体験をお伝えいただける方は編集部（本部事務局
広報）へご連絡くださるようお願いいたします。

　

湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
９
月
に

１
泊
２
日
で
自
然
の
中
で
余
暇
を
楽
し
も

う
と「
大
人
の
休
日
ア
ウ
ト
ド
ア
キ
ャ
ン

プ
２
０
２
２
」を
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー

バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
て
行
っ
た
。

　

１
日
目
は
三
浦
半
島
・
荒
崎
海
岸
を
ハ

イ
キ
ン
グ
し
参
加
し
た
13
人
が
楽
し
ん
だ
。

２
日
目
は
朝
５
時
に
集
ま
り
、
日
の
出
を

見
る
た
め
に
同
施
設
の
ヒ
ル
サ
イ
ド
ま
で

散
策
し
暖
か
い
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
朝

日
が
昇
る
瞬
間
を
楽
し
ん
だ
。
朝
食
後
に

は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ（
カ
ヤ
ッ
ク
・
Ｓ
Ｕ

Ｐ
・
ヨ
ッ
ト
）を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
取

り
組
ん
だ
。
後
半
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
浅
瀬
で
魚
を
観
察
し
た
。

最
後
に
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
写
真
や
絵
で

海
の
魅
力
を
伝
え
る「
う
み
ぽ
す
」（
主
催
：

一
般
社
団
法
人
海
洋
連
盟
）を
行
い
、
笑

顔
に
あ
ふ
れ
た
２
日
間
を
振
り
返
っ
た
。

　

次
回「
秋
の
富
士
山
ツ
ア
ー
２
０
２
２
」

は
、
11
月
29
日（
火
）か
ら
30
日（
水
）に
富

士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
て
予
定
さ
れ
て
い
る
。

湘南
とつか
余
暇
を
楽
し
む

大
人
キ
ャ
ン
プ

▲アンジュ利用のそれぞれが語る「アンジュのパンの裏側」

▲美しいウクライナの自然や文化を紹介したユース
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「
笑
顔
に
つ
な
が
る
小
さ
な
一

歩
」を
テ
ー
マ
に「
２
０
２
２
年
度

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
・
地
域
協
力

募
金
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
11
月
１

日
か
ら
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
・
地
域
協
力

募
金
」は
、
国
内
外
で
困
難
な
状

況
に
あ
る
人
び
と
と
と
も
に
生
き
、

平
和
な
世
界
を
創
り
出
し
て
い
こ

Ｇ
ｓ
活
動
を
実
践
す
る
②
自
然
体

験
活
動
を
通
し
て
、ユ
ー
ス
世
代
が
、

主
体
的
に
社
会
課
題
と
向
き
合
う

環
境
を
整
え
る
③
未
来
に
対
し
て

自
分
自
身
が
起
点
と
な
り
、
課
題

解
決
に
向
け
た
行
動
変
容
を
起
こ

す
機
会
と
し
中
学
１
年
生
か
ら
高

校
２
年
生
、
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー（
35

歳
ま
で
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
指
導
者
）17
人

が
参
加
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
社

会
課
題
に
触
れ
、
自
分
た
ち
で
気
づ

き
、
考
え
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
行

動
変
容
を
起
こ
す
た
め
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
グ
ル
ー
プ
の
高
校
生
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
テ
ー
マ
を
決
め
最
終

日
に
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
、
世
界

中
の
人
と
活
動
で
き
る
よ
う
海
外
の

記
事
を
読
む
こ
と
や
キ
ャ
ン
プ
の
経

験
と
学
び
を
学
校
で
発
表
す
る
、
家

族
や
友
人
に
伝
え
る
な
ど
と
い
っ
た

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
意
欲

が
語
ら
れ
た
。

　

世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

で
は
11
月
13
日（
日
）か
ら
19
日

（
土
）の
１
週
間
を
合
同
祈
祷
週
と

し
て
、
各
地
で
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
び
と
の
た
め
に
心
を
あ
わ
せ

て
祈
り
行
動
す
る
時
と
し
て
い
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「IGNITE: 

Praying the Im
pact 

～
暗
闇
に

火
を
灯
す
：
イ
ン
パ
ク
ト
の
た
め

の
祈
り
を
捧
げ
る
」。
神
奈
川
県

内
の
合
同
祈
祷
集
会
は
横
浜
、
藤

沢
・
平
塚
、
鎌
倉
・
湘
南
の
３
カ

所
に
て
行
わ
れ
る
。
問
合
せ
・
連

絡
先
は
４
面
上
ご
参
照
。

【
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
湘
南
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
】

11
月
17
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
。
会
場
・
日
本
キ
リ
ス

ト
教
団
鎌
倉
恩
寵
教
会
。
メ
ッ
セ
ー

ジ
・
渡
辺
誉
一
牧
師（
同
教
会
）無

料
。
問
合
せ
・
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
。

【
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
】

11
月
17
日（
木
）
午
後
２
時
～
３

時
30
分
。
会
場
・
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
。

奨
励
・
小
泉
麻
子
牧
師（
日
本
キ

リ
ス
ト
教
団
大
和
教
会
）。
無
料
。

問
合
せ
・
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
。　

【
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
】

11
月
19
日（
土
）午
後
１
時
～
２

時
。会
場
・
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
。メ
ッ

セ
ー
ジ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
郁
子
司

祭（
英
国
国
教
会
）。
問
合
せ
・
横

浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
。

　

世
界
や
地
域
の
平
和
に
つ
い
て

考
え
、
共
に
祈
る
機
会
に
つ
な
げ

た
い
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
10
月
８
日
か

ら
10
日
の
２
泊
３
日
に
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
キ
ャ
ン
プ

（
主
催
京
王
観
光
株
式
会
社
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
運
営
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
共

催
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会

=

朝
日
新
聞
社
・
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
後
援
朝
日
新
聞

東
京
本
社
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
本
部
・

横
浜
市
教
育
委
員
会
・
鎌
倉
市
教

育
委
員
会
・
三
浦
市
・
三
浦
市
教

育
委
員
会
・
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
）

を
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル・エ
コ・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
て
行
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
目
的
は
、
①
野
外
教

育
活
動
・
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
Ｓ
Ｄ

行
動
変
容
を
起
こ
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
合
同
祈
祷
週

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
キ
ャ
ン
プ

世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
／

う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、
多
く
の
方
か
ら
総

額
９
５
６
万
９
１
３
円（
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
１
２
６
万
２
１

０
５
円
、
熊
本
地
震
復
興
支
援
募

金
３
２
万
９
５
２
２
円
は
含
ま

ず
）の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
タ

イ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支
援

に
は
、
１
５
６
万
７
２
７
１
円
が

寄
せ
ら
れ
、
タ
イ
・
バ
ン

コ
ク
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
し

て
、
タ
イ
の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
・
自
立
支
援
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。（
使
途

先
詳
細
は
１
面
ご
参
照
）

11
月
を
中
心
に
地
域
の

人
と
と
も
に
支
援
の
輪
を

広
げ
よ
う
と
、
開
催
期
間

や
時
間
の
短
縮
を
行
い
感

染
症
対
策
を
し
た
上
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

や
バ
ザ
ー
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
日
程
や
内
容

は
変
更
す
る
場
合
が
あ
る

た
め
詳
細
は
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
直
接
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
11
月
3
日︵
木
・
祝
︶】横
浜
北
・

湘
南
と
つ
か
・
鎌
倉
。

【
11
月
5
日︵
土
︶】横
須
賀
・
東
か

な
が
わ
。

【
11
月
23
日︵
水
・
祝
︶】横
浜
中
央
・

藤
沢
・
山
手
台
セ
ン
タ
ー
・
金
沢

八
景
。
川
崎（
～
12
月
29
日
）。

【
11
月
の
１
カ
月
間
】厚
木
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
。

　

こ
の
ほ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
な

ど
で
も
バ
ザ
ー
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

FLASH NEWS

　2022年 7 月よりワイズメンズクラブは新
しい期に入りました。横浜つるみワイズメ
ンズクラブでは、7 月14日の例会（総会）に
おいて今年度の活動方針を決めました。方
針の大きな柱としては、コロナ禍で出来なかっ
た時間を取り戻すこととし、その中心は、1.お
楽しみプログラム：毎月実施できるように
知恵をしぼる。2. ちょこっと助け隊：登録
者を増やす（現在 2 名）3. 会員増強：2023年
12月までに 3 名の増強を目指す。4.YMCA 支
援：YMCAのプログラムに積極的に参加する。
5. ワイズメンズクラブの信条：信条のもつ
意味を理解し行動する。の5つを重点的に
取り組むこととしました。YMCA と連携し、
奉仕を通して学ぶクラブとして歩んでいき
ます。

（横浜つるみワイズメンズクラブ会長　久保勝昭）

活動方針決まる（2022～2023）
横浜つるみワイズメンズクラブ

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　

鹿
児
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
総
主
事

就
退
任
式
に
参
列
し
た
。
鹿
児

島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
９
年
創

立
、会
員
た
ち
の
熱
心
な
祈
り
と
、

信
仰
に
基
づ
く
行
動
に
よ
っ
て
、

全
国
で
35
番
目
の
最
も
新
し
い

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
誕
生
し
た
。

13
年
間
着
実
に
歩
み
、
生
え
抜

き
の
第
二
代
総
主
事
を
こ
の
度

迎
え
た
。
新
し
い
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

会
員
と
職
員
が
心
を
合
わ
せ
、

懸
命
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
姿

を
見
た
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
規
模
で
は
な
い
、

東
と
西
で
も
な
く
ど
こ
で
も
同

じ
で
あ
る
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
必
要
と
し
て
い
る

多
く
の
人
に
、
寄
り
添
う
こ
と
、

共
に
い
る
こ
と
、
気
づ
く
こ
と

が
ま
だ
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
今

年
度
も
前
半
を
終
え
、
年
度

末
に
向
か
っ
て
折
り
返
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員

の
熱
心
な
祈
り
と
と
も
に
、
必

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
適
切

な
方
法
で
提
供
で
き
る
よ
う
に

歩
ん
で
い
き
た
い
と
、
鹿
児
島

に
て
心
新
た
に
し
た
。　

　

翌
日
は
か
ね
て
か
ら
切
望
し

て
い
た
知
覧
を
訪
れ
た
。
特
攻

平
和
会
館
で
は
自
ら
を
犠
牲
に

し
た
青
年
た
ち
の
数
々
の
遺
品

に
圧
倒
さ
れ
、
家
族
あ
て
の
手

紙
に
言
葉
を
失
っ
た
。
人
間
を

兵
器
に
し
た
戦
術
と
、
そ
れ
に

支
え
ら
れ
た
戦
略
の
愚
か
さ
を

改
め
て
思

い
知
る
が
、
同
時
に

指
導
部
に
は
間
違
い
を
正

す
、
気
づ
い
て
や
め
る
勇
気

あ
る
者
は
い
な
か
っ
た
か
、
指

導
部
の
エ
リ
ー
ト
集
団
に
別
案

は
な
か
っ
た
の
か
と
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
現
代
に
お
い
て
も
戦
争

は
起
き
て
い
る
。
侵
攻
・
侵
略

の
恐
ろ
し
さ
、
守
る
側
も
攻
撃

を
す
る
、
争
い
は
い
つ
ま
で
も

続
い
て
い
る
。
戦
争
の
終
結
を

願
う
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
11
月
を
平
和
月

間
と
し
て
過
ご
す
。
旧
約
聖
書

の
エ
レ
ミ
ヤ
書
は「
平
和
が
な
い

の
に『
平
和
、
平
和
』と
い
う
。」

と
戒
め
る
。
私
た
ち
は
今
を
正

し
く
見
つ
め
、
平
和
を
つ
く
り

出
す
こ
と
、
つ
く
り
出
す
人
を

育
て
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
行
い
、

平
和
、
平
和
と
声
高
ら
か
に
唱

え
て
い
く
。

「平和、平和」「平和、平和」

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
や
社
会
を
支
え
る

リ
ー
ダ
ー（
指
導
者
）を
育
て
よ
う
と
第
53

回
全
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
９

月
23
日
か
ら
25
日
に
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
阿

蘇
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
開
催
さ
れ
80
人（
う

ち
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
７
人
）が
参
加
し
た
。

　

研
修
は「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
～
み
ん
な
で「
わ
」

を
ひ
ろ
げ
よ
う
～
」を
テ
ー
マ
に
宮
台
真

司
氏（
社
会
学
者
）、
阪
田
晃
一
氏（
神
戸

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
余
島
キ
ャ
ン
プ
場
所
長
）か

ら
学
び
、「
共
生
社
会
の
実
現
」に
向
け

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参
加
し

た
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は「
社
会
課
題
の
解
決

に
つ
な
げ
た
い
」「
人
を
思
い
や
る
こ
と

や
尊
重
す
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

全
国
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催

横浜 YMCA では、11月を平和月間と定め、 1 日
から各 YMCA や保育園、高齢者施設などで

取り組む。今年もハトのメッセージカードにそれ
ぞれの思いを記入し、各 YMCA の平和の木（ピー
スツリー）に貼付し平和への思いを共有する。昨
年はカナダ・バンクーバーYMCA、米国・スプリ
ングフィールド大学（マサチューセッツ州）、台湾・
台北YMCA、タイ・バンコクYMCAパヤオセンター
からもメッセージやイラストが寄せられた。また
平和について考えるプログラムを行う。

ウクライナから避難している人びとにリフレッ
シュの機会を提供しようと、11月 6 日にウ

クライナ支援募金を用いてデイキャンプを行う。
野菜の提供による支援を行う生活協同組合ナチュ
ラルコープ・ヨコハマの生産農家（横須賀）を訪
れ、野菜の収穫体験を行うほか、収穫した野菜の
おいしい調理法の紹介や交流プログラムを三浦
YMCA グローバル・エコ・ヴレッジにて行う。

国際・地域協力募金キャンペーン
各地で工夫しバザーなどを開催

笑顔につながる小さな一歩
平和な世界を共に創ろう

▲感染対策のため 1 階で開催した横浜中央 YMCA のフェスタ
　右下）屋外での鎌倉 YMCA ふれあいバザー（2021年）

▲山田和彦氏（観音崎自然博物館学芸部長）を招き磯観察も行った
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新型コロナウイルスの感染・拡大防止のため、
イベントを延期・中止させていただく場合が
あります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー　
日　時　11月18日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉 YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ　 War in Ukraine:historical and
　　　　 sociological aspects
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　☎0467（24）7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会　
日　時　11月10日（木）午前10時30分～
会　場　湘南とつか YMCA4階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつか YMCA　☎045（864）4768
■聖書に聞く「新約聖書のイエス」
日　時　11月15日（火）午後2時30分～
会　場　横須賀 YMCA・オンライン（Zoom）
ナビゲーター
　　　　横溝健正（横須賀第一キリストの教
　　　　会牧師）・窪田秀幸（日本基督教団

　　　　久里浜教会牧師）
参加費　無料
問合せ　横須賀 YMCA　☎046（854）5126

イベント
■グローバルセミナー 食から考える人権
　～シーフード産業における人身売買～
日　時　11月19日（土）10時～11時30分
会　場　オンライン（Zoom）
参加費　無料
講　師　齋藤百合子氏（大東文化大学特任教
　　　　授、横浜 YMCA 国際事業委員長）
主　催　国際事業委員会
お申込み https://bit.ly/3gaKB0v
または QR コードにてご覧ください。
問合せ　国際・地域事業☎045（662）3721
■2022年YMCA国際・地域協力募金バザー
◆厚木 YMCA  11月1日（火）～30日（水）
　（スポーツイベント、オンラインクッキング等）
◆ 横 浜 北 YMCA 11月3日（木・祝）午 前10時 ～

午後2時（のみの市、ゲームコーナー等）
◆湘南とつか YMCA・YMCA とつか乳児保育園
　 YMCA・い～とつか祭  11月3日（木・祝）午前

10時～午後2時（フリーマーケット、チャリ
ティースイム、親子写真館、おはなし館他）

◆  YMCAとつか保育園 オリーブ祭 11月3日（木・
祝）午前10時～午後1時

　（のみの市、ゲームコーナー等）
◆鎌倉YMCA ふれあいバザー 11月3日（木・祝）
　 午 前10時30分 ～ 午 後2時30分（の み の 市、

地域協力団体ブース）
◆  YMCA 東かながわ 11月5日（土）午前10時～

午後1時（物品販売、クラフト、ゲームコー
ナー）

◆ 横須賀 YMCA  11月5日（土）午前10時～午後
3時（フリーマーケット、活動紹介）

◆ 横浜市生麦地域ケアプラザ  11月12日（土）
午前9時30分～午後3時30分（運動プログラ
ム、ミニバザー等）

◆ 横浜中央 YMCA 11月23日（水・祝）午前10時
～午後3時（物品販売、抽選会等）

◆  YMCA 山手台センター11月23日（水・祝）午前
10時～午後3時（のみの市、プールイベント）

◆ 金沢八景YMCA  8Kバザー  11月23日（水・祝）
午前10時～午後1時（のみの市、クラフト、
ゲームコーナー）

詳細は各 YMCA または HP をご覧ください。

子育て支援
■プレママDay
日　時　11月8日（火）・12月6日（火）
　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　☎045（780）3205
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　 11月18日（金） 午前10時15分～11時

15分・29日（火）午後2時～3時

会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　横浜子育てサポートシステムに入会
　　　　を考えている方
問合せ　横浜子育てサポートシステム中区支
　　　　部事務局　☎045（663）0676

学校説明会
■横浜 YMCA 学院専門学校
日　時　11月12日（土）・26日（土）午後1時～
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　☎045（661）0080
詳細は https://bit.ly/3tAXhBP
または QR コードをご覧ください。
■ YMCA 健康福祉専門学校　
日　時　11月5日（土）・12日（土）・26日（土）
午前9時30分～/ 午後2時～4時
内　容　オープンキャンパス
申込み　☎046（223）1441
詳細は  https://bit.ly/3OaLjr1
または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校　
日　時　11月5日（土）・19日（土）・27日（日）
午前10時～正午 / 午後2時～4時
内　容　オープンキャンパス
申込み　☎045（864）4990
詳細は https://bit.ly/3k50tkH 
または QR コードをご覧ください。
YMCA 健康福祉専門学校・横浜 YMCA スポー
ツ専門学校では、願書受付中です。詳細はお
問い合わせください。

「パヤオクラフト」で子どもたちを支援
　バンコク YMCA パヤオセンター（以下、センター）では山岳民族の
伝統文化である刺繍を施した「パヤオクラフト」（ショルダーバッグ・
ペーンケース・小物入れ等）を作製しています。
センターの子どもたちも職業訓練の一環とし
て刺繍や縫製作業に携わり、収入を得ること
を学んでいます。代金の一部は山岳民族の人
びとやセンターの子どもたちの自立支援につ
ながります。
　各 YMCA にてご覧ください。

地域の清掃・地域の企業とともに美しい
港町横濱をつくる会

　横浜中央 YMCA では、地域活動の一環として中区常盤町の清掃に定
期的に取り組んでいます。10月 8 日には「横浜を世界一美しい町にし
よう」と、NPO 法人美しい港町横濱をつくる会（会長 加藤和之氏・
理事 佐竹博横浜 YMCA 総主事）の一斉清掃に桜木町と関内を起点に地
元企業など560人が参加しました。
横浜YMCAからは、ユースリーダー
や専門学校生、スタッフ20人が
参加し、約 1 時間かけて大通り公
園から象の鼻パーク・日本大通り
公園の設定されたコースのゴミを
拾い清掃しました。

Zero Waste キャンペーン
SDGs の 目 標 達 成 に 向 け て、

10月はフードロス削減をテーマ
として「なくそうフードロス」
に取り組みました。

日常的な消毒清掃、扉や窓の解放
等の感染予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
か
ら
自
分
の
見
識

広
げ
互
い
を
認
め
合
う
社
会
つ
く
る

澤
村　

幹
太

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in
タ
イ
参
加（
２
０
１
９
年
）

　

私
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
高
１
の
時
に
学
校
か
ら
の
紹
介

で
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in
タ
イ
に
参

加
し
た
こ
と
で
し
た
。
当
時
か
ら
海
外
の

文
化
な
ど
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
募
集

を
見
て
す
ぐ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in
タ
イ
で
の
経
験
は
、

自
分
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
高
校
ま
で
の
授
業
で
は
山
岳
民
族
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
当
然

接
す
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正

直
な
こ
と
を
言
う
と
、
私
も
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
初
め
て
山
岳
民
族
に
つ

い
て
知
り
ま
し
た
。
２
週
間
の
滞
在
を
通

じ
て
、
人
身
売
買
の
こ
と
や
山
岳
民
族
が

抱
え
る
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
学
で
は
山
岳
民
族
や
タ
イ
及

び
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
い
て
、

タ
イ
語
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将

来
は
東
南
ア
ジ
ア
、
特
に
タ
イ
の
人
た
ち

と
関
わ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
自
分
の
大
学
で
の
学
び

の
方
向
性
、
更
に
は
将
来
の
方
向
性
が
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
非
常
に
大
き

な
影
響
を
私
に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た

こ
と
で
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
８
月
の
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
パ
ヤ
オ
セ
ン
タ
ー
と

の
交
流
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
自
身
も
３
年
ぶ
り
に
パ
ヤ
オ
セ

ン
タ
ー
の
子
た
ち
と
交
流
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
じ

て
小
学
生
や
中
学
生
の
子
た
ち
に
も
山
岳

民
族
な
ど
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
日
本
語
学
校
の

学
生
さ
ん
へ
の
チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
も
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
て
、
非
常
に
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ま

ず
相
手
の
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
実
際
に
相
手
に
会
っ
た
り
、

話
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
今
後
も
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
タ
イ
を
始
め
と
す
る

国
際
交
流
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
経
験
を
機
会
が
あ

れ
ば
多
く
の
人
に
伝
え
て
、
現
状

を
知
っ
て
も
ら
い
、
共
に
解
決
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
や

働
き
が
出
来
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▶デスクペン　11月から国際・地域協力募金キャンペーンがスタートしました。各 YMCA では、感染症の対策をした上で工夫しながらバザー（フェスタ・YMCA 祭）や街頭募金などに取り組みます。皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。（直）
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▲ ボランティアinタイでパヤオセンター
の子どもたちと（後列左から 3 人目。
2019年）


